






























研究協力を行うこととなった.この研究班では， t (11; 22)染色体転座保因者およびエマヌエル症
候群の患者の自然歴に関するアンケート調査研究を実施している.エマヌエル症候群とは 11番と
22番染色体の転座、 11;22の部分的トリソミーの病気であり，この病気はトリソミー22、過剰 22
番派生染色体症候群、 11;22不均衡型転座としても知られている (Carter，St Pierre， Zackai， 


































































E 男児 7歳(2010年 3月現在)• 
出生時体重 2212g. 2003年 4月より 1年間，発達相談支援センターの療育を受ける.2003年 9
月から 2006年 3月まではろう学校の乳幼児教室に通い，その後もしばらくはろう学校での教育相







られる.心房中隔欠損症については， 2007年 11月末に閉鎖手術を受けた.ABR検査で 95dB以上，
















































































評価では， Eの正面 40cmの位置に 79cmX91cmの黒いボード(図 5)を提示し，そのボード上で視標
となる玩具を提示し，ボード上で動かした.










TELLER ACUITY CARDS™ I(TAC I)による評価は，母親がEの座位を後ろから支え， Eの正面から
学生が視標を提示し， sが観察記録した.また実施中は高感度のビデオカメラで記録し，視標を捉
えるまでのおよその時間を計測した.結果は表 1に示した.初回 (2006年)の評価中の Eは母親
に座位を支えられながらも目の前に提示される視標に興味を示す様子が見られ，視覚の活用が明
確に認められた.その後3年にわたる継続的な評価において，ほぼ評価値は一定しており，視力
はO.1 程度と評価された.視標に対する注視は，初回は視標提示後おおよそ 3~6 秒程度で捉える




























表 1 Eにおける TACによる視機能評価の結果
2006年 11月7日， 12月5日
IJU穿ぐcycles/伽〉 1ft;ウ盗t(湯直属皆38cmノ + 
0.32 0.007 + 
0.43 0.01 + 
0.64 0.014 + 
0.86 0.02 十
1.3 0.03 十
1.6 0.04 + 
2.4 0.05 + 





Iftt弄ぐcycles/伽〉 1ft;ウ窟傍距離38cmノ + 
0.32 0.007 + 
0.43 0.01 + 
0.64 0.014 + 
0.86 0.02 + 
1.3 0.03 + 
1.6 0.04 + 
2.4 0.05 十
3.2 0.07 + 
4.8 0.11 + 




提療ぐりTcles/加〉 指Jク窟(復活主管38cm) + 
0.32 0.007 + 
0.43 0.01 + 
0.64 0.014 + 
0.86 0.02 + 
1.3 0.03 + 
1.6 0.04 + 
2.4 0.05 + 
3.2 0.07 + 














































右側後方 あり 「んー」と声を出し 右側に身体を傾ける.






















































































Eに意図的な運動の自発が見られるようになった頃から， AAC (Augmentative Alternative 
Communication :補助・代替コミュニケーション)の導入も試みた.通常のコミュニケーションに
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